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平
和
を
求
め
る
歌
を
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
か
ら
世
界
へ 

 
 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
２
０
２
５
年
２
月
２４
日
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て
、
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平

和
を
！
核
兵
器
を
使
う
な
、
原
発
に
手
を
出

す
な
』
が
、
原
水
禁
と
総
が
か
り
行
動
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
音
協
は
、
そ
の
オ

ー
プ
ン
ラ
イ
ブ
演
奏
を
担
当
し
ま
し
た
。 

演
奏
し
た
曲
は
６
曲
（
①
明
日
戦
争
が
始

ま
る
、
②
戦
争
の
誘
惑
に
乗
っ
て
は
い
け
な

い 

い
、
③
決
意
、
④
武
器
を
捨
て
て
、
⑤
あ
た

り
ま
え
の
地
球
、
⑥
ノ
ー
モ
ア 

Ｗ
Ａ
Ｒ
）。 

演
奏
者
は
、
東
京
都
支
部
の
森
理
子
さ
ん

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）
、
田
中
珠
萌
さ
ん
（
フ

ル
ー
ト
）
、
そ
し
て
、
歌
の
あ
つ
ま
り
〝
風
〟

の
指
揮
者
で
あ
り
若
い
会
員
の
交
流
会
に
も

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
笠
村
さ
ん
（
サ
ッ
ク

ス
・
フ
ル
ー
ト
）
と
、
笠
村
さ
ん
の
音
楽
友

達
の
沢
さ
ん
（
ガ
ッ
ト
ギ
タ
ー
）
、
そ
し
て
中

央
幹
事
か
ら
会
長
の
松
本
さ
ん
（
ベ
ー
ス
）
、

そ
し
て
坂
口
（
ボ
ー
カ
ル
）
の
６
人
。
本
番

前
の
３
時
間
、
近
く
の
ス
タ
ジ
オ
で
音
合
わ

せ
と
演
奏
上
の
確
認
を
し
た
の
み
の
、
ほ
ぼ

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
番
は
、
風
の
強
い
寒
い
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
開
場
時
か
ら
結
構
な
参
加
者
が
入
場

し
、
曲
の
進
行
と
と
も
に
会
場
席
も
埋
ま
っ

て
い
く
な
か
、
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
終
曲
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

と
客
席
か
ら
の
『
ノ
ー
モ
ア 

Ｗ
Ａ
Ｒ
』
の
合

唱
で
本
集
会
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
練
習
ら
し
い
練
習
も
で
き
ず
に
迎
え
た

本
番
を
前
に
不
安
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
演

奏
ス
タ
ー
ト
時
で
そ
の
不
安
は
一
掃
さ
れ
ま

し
た
。
悪
条
件
を
お
し
て
最
高
の
演
奏
を
会

場
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
松
本
さ

ん
の
演
奏
ア
レ
ン
ジ
と
、
皆
さ
ん
の
演
奏
力

の
お
か
げ
で
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

集
会
後
は
、
街
頭
へ
の
訴
え
の
デ
モ
に
繰

り
出
す
方
々
を
音
楽
で
送
り
出
し
ま
し
た
。

初
参
加
の
笠
村
さ
ん
か
ら
は
、
「
い
つ
も
こ
ん

な
感
じ
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
良
い
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
」
と
、
嬉
し
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

（
坂
口
美
日
） 

       

送り出し演奏 

http://nichionkyou.org/
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２
月
15
日
、
長
野
県
支
部
は
長
野
祭
典
の

前
哨
戦
と
し
て
新
春
ラ
イ
プ
を
長
野
駅
近
く

の
拓
郎
エ
イ
ジ
と
い
う
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。
14
時
か
ら
17
時
30
分
ま

で
の
貸
切
時
間
を
ゆ
る
り
と
使
い
な
が
ら
大

沢
さ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
、
あ
さ
ひ
バ
ン
ド
、

せ
な
＆
み
ゆ
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
、
唯
一
無
二

ゅ
、
が
出
演
し
ま
し
た
。 

ツ
マ
ミ
、
飲
み
物
は
各
自
で
、
ゴ
ミ
は
持

ち
帰
り
の
設
定
で
、
な
ん
と
料
金
は
５
０
０

０
円
の
格
安
！ 

ギ
タ
ー
は
マ
ー
チ
ン
、
ギ
ブ

ソ
ン
を
勝
手
に
使
用
し
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、

キ
ー
ボ
ー
ド
も
ご
勝
手
に
！ 

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
⁉ 

お
か
け
で
手
ぶ
ら
で
参

加
す
る
大
沢
さ
ん
と
私
で
し
た
。 

10
月
の
祭
典
に
向
け
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
！
お
か
け
で
ロ
ー
カ
ル
線
の
出
番

は
消
え
た
次
第
で
す
。 

 
 

 
 

（
塚
本
） 

 

祭
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し
、
今
後
、
10
月

18
日
、
19
日
の
音
楽
祭
に
向
け
て
事
務
局

を
中
心
に
詰
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
連
合
長
野
構
成
組
織
や
県
平
和
・

環
境
・
人
権
労
組
会
議
構
成
組
織
に
も
実
行

委
員
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
第
２
回
実
行
委
員
会
は
６
月
の
中

下
旬
の
平
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
松
本
敏
之
） 

  

 

２
月
17
日
（
月
）、
長
野
市
内
で
第
56
回

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
長
野
県
実
行
委
員

会
の
結
成
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

は
、
連
合
長
野
か
ら
根
橋
美
津
人
会
長
、
小

松
豊
事
務
局
長
と
小
日
向
茂
副
事
務
局
長
、

日
音
協
長
野
県
支
部
か
ら
大
橋
孝
宏
会
長
、

大
沢
隆
男
事
務
局
長
、
喜
多
英
之
さ
ん
、
藤

沢
真
一
郎
さ
ん
、
塚
本
茂
子
さ
ん
、
塚
本
昇

さ
ん
、
そ
し
て
日
音
協
松
本
敏
之
会
長
が
出

席
し
ま
し
た
。 

 

会
議
の
冒
頭
、
日
音
協
松
本
会
長
（
第
56

回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
中
央
実
行
委
員

長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
連
合
長
野
根
橋

会
長
が
あ
い
さ
つ
。「
日
音
協
に
は
県
中
央
メ

ー
デ
ー
の
う
た
ご
え
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
つ
く
り
・
う
た
い
・

ひ
ろ
め
・
つ
な
げ
る
』
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

平
和
・
人
権
・
環
境
・
労
働
を
ま
も
る
活
動

に
敬
意
を
表
す
る
。
１
月
に
長
野
駅
前
で
痛

ま
し
い
事
故
が
あ
っ
た
、
世
界
で
も
地
域
で

も
有
形
無
形
の
暴
力
・
人
権
侵
害
が
あ
る
。

労
働
運
動
も
平
和
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

根
橋
会
長
を
実
行
委
員
長
に
、
日
音
協
長

野
県
支
部
大
沢
隆
男
事
務
局
長
を
事
務
局
長

に
、
長
野
県
実
行
委
員
会
を
結
成
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
第
56
回
は
た
ら
く
も
の
の
音

楽
祭
企
画
書
（
案
）
に
つ
い
て
、
県
実
行
委

構
成
組
織
を
は
じ
め
県
内
労
組
、
民
主
団
体

へ
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
、
会
計
に
つ
い
て
、 

長
野
県
実
行
委
員
会
企
画
に
つ
い
て
、
音
楽 

ホテル清風園の施設 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年３月 1日              音 楽 運 動              第 674 号（3） 

日
音
協
富
山
県
支
部
第
５１
回
定
期
総
会

を
２
月
１２
日
（
水
）
午
後
６
時
３０
分
よ
り

富
山
市
・
自
治
労
と
や
ま
会
館
に
お
い
て
、

代
議
員
（
出
席
７
＋
委
任
７
／
14
）
、
役

員
（
８
／
11
）
＋
傍
聴
１
人
＋
来
賓
（
連

合
富
山
）
の
１７
人
が
出
席
。
平
井
義
信
事

務
局
次
長
の
進
行
で
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
は
、
「
長
崎
平
和
祈
念
像
の
歌
」
を

歌
っ
て
開
催
し
、
鴨
野
会
長
あ
い
さ
つ
の

後
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
連
合

富
山
の
大
西
吉
史
事
務
局
長
か
ら
連
帯
と

激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
音
協
中
央
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
、
富
山
県
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
、
立
憲
民
主
党
富
山
県
総
支
部
連
合
会
と 

社
民
党
富
山
県
連
合
会
か
ら
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

議
事
は
、
２
０
２
４
年
度
活
動
経
過
報

告
・
総
括
や
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、

２
０
２
５
年
度
方
針
（
案
）
・
予
算
（
案
）

を
一
括
提
案
し
、
質
疑
討
論
し
ま
し
た
。 

代
議
員
か
ら
「
歌
う
場
が
あ
っ
た
か
ら
、

仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
」
「
ア
コ
を

続
け
て
い
る
こ
と
で
新
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
」
「
こ
れ
ま
で
歌
に
助
け
ら

れ
、
乗
り
切
っ
て
こ
ら
れ
た
」
「
若
い
人
を

増
や
す
こ
と
が
課
題
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
活
動
の
報
告
や
県
支

部
活
動
へ
の
意
見
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。 

主
な
活
動
で
あ
る
「
第
５６
回
音
楽
祭
（
長

野
県
開
催
）
」
や
積
極
的
に
演
奏
活
動
を
進

め
る
な
ど
の
方
針
、
新
年
度
役
員
体
制
も
含

め
議
事
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
新
任
の
能

澤
副
会
長
か
ら
挨
拶
の
後
、
総
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
構
成
団
体
、
会
員
、

機
関
紙
購
読
者
な
ど
県
内
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
音
楽
運
動
５０
年
の
節
目
を
迎
え

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
、
組
織
等
の
在

り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
磯
野
友
一
） 

２
０
２
５
年
度
役
員
体
制 

 会 

長 
 

 

鴨
野 

浩
一
（
自
治
労
） 

副
会
長 

 
 

能
澤 

英
樹
（
県
教
組
）
新 

〃 
 

 
 

篠
島 

良
幸
（
農
協
労
） 

事
務
局
長 

 

磯
野 

友
一
（
自
治
労
） 

事
務
局
次
長 

大
門 

 

悟
（
し
し
の
子
） 

〃 
 

 

中
田 

信
男
（
し
し
の
子
） 

〃 
 

 

屋
敷 

正
人
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
） 

〃 
 

 

平
井 

義
信
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
） 

〃 
 

 

加
藤 

葉
子
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
） 

会
計
監
査 

久
保
田 

誠
（
富
山
地
鉄
労
組
） 

〃 
 

  

門
廻 

宏
昭
（
県
教
組
） 

 

「９条をまもり憲法をいかす富山県民の会」第２１回定期

総会が2025年2月11日、自治労とやま会館でありました。 

開催に先立ち、『長崎平和祈念像の歌』『世界とともに』『私

は忘れない』『決意』の４曲を演奏しました。『長崎平和祈念

像の歌』を披露するのは初めてで長い曲でもあるためとても

緊張しました。  

記念講演は吉井千周富山大学准教授による、演題「憲法が

国民に約束した世界 非武装中立の現実性」でした。お話の中

で「憲法を守るのは「国」。憲法は人権を守る規定が書かれて

いるから大事。愛があふれている。平和＝戦争のない状態で

はなく、人間の安全保障である」との話にとても共感しまし

た。 

私たちの歌『決意』にも言及 

頂きました。私も歌うときはい 

つもいつも涙がこぼれそうにな 

ります。日本国憲法は崇高な理 

念を高らかに掲げていて世界に 

誇るべき宝で大好きです。 

世界では今なお殺し合い憎し 

みの殺戮が繰り返されていて、 

毎日毎日とても辛い気持ちです 

が、あらためて自民党の改憲案 

を絶対に許してはいけないとの 

決意を新たにしました。 

（加藤葉子） 

 

 

 

磯野さんと９条マモルちゃん 

９ 



 

 

 

 

＜労働者文学会第 2 回「生涯現役の会」＞ 

窪田聡  『うた＝時代を語る』 

〜歌を聴きながらみんなで語り合おう〜 
 

歌声運動、日音協、＜鈍工房＆自由空間ⅮON＞等で働くものの音楽運動を長年実践され

てこられた窪田聡さん（岡山県瀬戸内市牛窓町在住、９０歳）を招いて、歌を聴きながら自

らが歩んでこられた歴史を語ってもらい、交流します。 

 

＊日時 2025年 4月 13日(日)14時～17時 

＊場所：本郷文化フォーラム 

    （文京区本郷３丁目２９−１０ 1階） 

地下鉄丸ノ内線・大江戸線「本郷三丁目」徒歩５分） 

＊参加費：1000円（懇親会参加者は別途３０００円） 

※会場が狭いので、事前の予約をお願いします。 

＊参加申し込み先 

高橋（労働者文学会☎０９０（４３８５）７９７３） 

坂口（日音協☎０９０（７９45）６４００） 

＊主催 労働者文学会  共催 日本音楽協議会 
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２
月
23
日
（
日
）、
豊
島
区
駒

込
地
域
文
化
創
造
館
の
会
議
室

に
お
い
て
、
東
京
都
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
体
調
不
良
で
の

欠
席
も
あ
り
ま
し
た
が
、
17
名

が
出
席
。
議
長
に
松
﨑
歌
子
さ
ん

を
選
出
し
ま
し
た
。 

東
京
都
支
部
の
活
動
は
、
東
京

と
い
う
土
地
柄
も
あ
り
、
行
動
へ

の
参
加
や
そ
こ
で
の
演
奏
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
総
会

の
中
で
は
「
都
支
部
の
存
在
目
的

が
『
音
楽
』
で
は
な
く
『
行
動
』 

に
偏
っ
て
い
な
い
か
」
「
歌
い
っ

ぱ
な
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
音

楽
だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
し

た
演
奏
に
取
り
組
み
、
積
み
重
ね

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
「
サ

ー
ク
ル
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
で
、
あ

る
い
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
い
て
は
ど
う
か
」
と
、

意
欲
的
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
の
練
習
を
重
ね
て
い

る
サ
ー
ク
ル
か
ら
は
、
練
習
会
場

を
借
り
て
い
る
施
設
を
中
心
に

地
元
と
繋
が
っ
て
い
る
報
告
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
会
員

の
努
力
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

活
発
な
議
論
の
中
、
『
も
っ
と

音
楽
を
高
め
た
い
』
と
い
う
思
い

で
活
動
方
針
を
確
認
し
、
２
０
２

５
年
の
東
京
都
支
部
の
行
動
を

開
始
し
ま
す
。 

 

（
森
理
子
） 

 

事
務
局
体
制
は
以
下
の
通
り 

・
支 

部 

長 

狭
石
啓
子 

・
副
支
部
長 

白
石
信
吾 

・
事
務
局
長 

森
理
子 

・
事 

務 

局 

岩
藤
範
雄 

・
事 

務 

局 

広
瀬
芳
弘 

・
事 

務 

局 

長
島
千
代
美 

・
事 

務 

局 

小
林
満 

 

青森県支部も総会を開催しました 

 2月 5日、昨年埼玉から戻った中田さん

の歓迎会を兼ねて新年会を予定しました

が、８名の参加となり、急きょ、支部総会

に変更しました。それぞれから近況の報告

等を行い、今年度の活動を確認しました。 

役員は全員再任となりました。 （佐藤） 
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▼
「
入
場
券
、
つ
い
に
バ
ナ
ナ
を
ま
ね

て
売
り
（
朝
日
川
柳
）
」
。
▼
４
月
の
万

博
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
建
設

費
は
膨
ら
み
続
け
、
１
平
米
あ
た
り
80

万
円
も
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
欧
州
の

普
通
倉
庫
の
10
倍
も
高
い
。
▼
Ａ
Ｉ
技

術
の
発
展
で
あ
ら
ゆ
る
発
見
が
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
で
き
る
時
代
、
ほ
と
ん
ど
の
都

市
は
万
博
に
も
う
存
在
意
義
が
な
い
と

考
え
て
い
る
。
日
本
を
世
界
に
示
す
場

で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
好
意
よ
り
も

恨
み
を
買
う
結
果
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
参
加
国
は
日
本
の
建
設
会
社
の
消

極
的
な
姿
勢
に
も
驚
い
て
い
る
。
建
設

会
社
は
大
阪
万
博
を
受
け
入
れ
、
自
分

た
ち
の
技
術
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
は
万
博
を
真
剣
に
捉
え
て

い
な
い
。
海
外
勢
の
要
望
に
応
え
る
の

は
、
参
加
国
の
傲
慢
さ
に
よ
っ
て
よ
り

難
し
く
な
っ
て
い
る
、
と
日
本
の
ゼ
ネ

コ
ン
幹
部
は
言
う
。
万
博
は
在
日
外
資

系
企
業
の
間
で
も
不
評
で
、
駐
在
員
は

本
社
の
参
加
要
請
を
拒
否
し
て
い
る
。

▼
万
博
の
主
催
者
は
状
況
を
隠
そ
う
と

必
死
だ
。
メ
キ
シ
コ
と
エ
ス
ト
ニ
ア
が

万
博
か
ら
の
撤
退
が
明
ら
か
に
な
っ
た

ら
、
５
カ
国
が
参
加
し
た
と
担
当
者
は

反
論
。
開
幕
ま
で
も
う
す
ぐ
だ
が
、
費

用
は
膨
大
に
膨
れ
上
が
り
、
税
金
に
飛

び
火
し
て
い
る
。
▼
日
本
は
戦
争
に
負 

け
る
と
わ
か
っ
て 

い
な
が
ら
回
避
で 

き
な
か
っ
た
。
ま 

た
も
や
、
誰
も
中 

止
を
選
択
す
る
勇 

気
は
な
い
。 

                                                                                  

 

   

 

     

 

    

   

                          

（188） 

飯島貞親 

▼本日（3/1）～3/2、日音協セ

ミナー・創作講座が開催されてい

ます。東京都小平市・学園坂スタ

ジオにて、市野宗彦さんを講師

に、13名が参加しています。 

▼４月号で詳細は報告すること

にして、今月号では写真のみ掲載

したいと思います。  （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

２
／
７
（
５
３
３
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
鈴
木
さ
ん
、
ス
ー
さ 

ん
、
守
屋
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、
ユ 

キ
さ
ん
、
ユ
キ
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
、 

周
平
さ
ん
、
森 

 
 

 
計
８
名 

 
 

 

 

ユ
キ
さ
ん
が
二
人
連
れ
で
や
っ

て
き
た
。「
孫
で
す
！
」
の
言
葉
に

び
っ
く
り
。
高
校
生
だ
と
い
う
女

の
子
。
こ
ん
な
に
大
き
な
お
孫
さ

ん
が
い
た
ん
だ
。
こ
ん
な
寒
い
日

に
一
緒
に
来
て
く
れ
る
な
ん
て
、

な
ん
て
良
い
子
だ
ろ
う
。
茱
萸
坂

が
一
気
に
若
返
っ
た
。 

『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
か
ら

歌
い
始
め
る
。
寒
波
の
夜
、
指
が

ど
ん
ど
ん
冷
え
て
い
く
。
周
平
さ

ん
が
剥
き
身
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を

カ
ー
ト
に
乗
せ
て
や
っ
て
き
た
。

歌
っ
て
い
る
歌
の
途
中
か
ら
弾
き

始
め
る
。
低
音
が
加
わ
り
、
音
が

膨
ら
ん
で
い
く
。
続
け
て
、
寒
い

夜
に
は
特
に
歌
い
た
い
『
あ
な
た

に
届
け
と
』
。
「
あ
て
な
く
逃
れ
ぬ 

雪
の
夜
道
を
」
の
歌
詞
が
沁
み
る
。

『
子
ど
も
ら
の
明
日
の
た
め
に
』

『
明
日
を
殺
す
な
』
と
歌
い
進
む
。 

今
日
は
前
々
回
に
約
束
し
た

『
童
神
』
の
ヤ
マ
ト
グ
チ
の
歌
詞

カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
き
た
。
ヤ
マ

ト
グ
チ
に
な
っ
て
も
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
「
て
ぃ
だ
」

「
か
な
し
う
み
な
し
ぐ
ぁ
」
な
ど

が
あ
る
。
お
孫
さ
ん
も
い
る
こ
と

だ
し
意
味
を
確
認
し
な
が
ら
歌
っ

た
。
や
さ
し
い
子
守
歌
。
『
童
神
』

っ
て
深
い
題
名
だ
な
と
思
う
。 

お
孫
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
歌

を
、
と
『
ビ
リ
ー
ブ
』
を
歌
う
。

周
平
さ
ん
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
で

メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
た
（
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
日
も
い
ろ
ん
な
楽
器
が
出

て
く
る
）。
こ
の
あ
と
「
知
っ
て
い

る
う
た
」
に
つ
い
て
世
代
間
差
が

判
明
。『
そ
ん
な
世
界
が
一
番
』
を

歌
っ
た
の
だ
が
、
高
校
生
は
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
ズ
を
知
ら
な
か
っ
た
！

私
た
ち
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
聴
い

て
い
た
が
、
周
平
さ
ん
の
時
は
教

科
書
に
載
っ
て
い
た
と
い
う
。
ほ

ー
。 歌

を
続
け
る
。『
フ
ク
シ
マ
を
く

り
返
す
な
』『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』『
沖

縄
に
基
地
はN

O
!N

O
!N

O
!

』『
水

に
流
す
な
』
な
ど
な
ど
。 

『
声
よ
集
ま
れ 

歌
と
な
れ
』
は

朝
鮮
高
校
の
無
償
化
差
別
へ
の
抵

抗
の
歌
。
高
校
生
と
歌
い
た
く
て

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
。
歌
っ
て
か
ら

守
屋
さ
ん
に
歌
の
解
説
を
し
て
も

ら
っ
た
（
守
屋
さ
ん
は
博
識
で
、

解
説
が
と
て
も
上
手
）
。
「
サ
・
イ

サ
の
怒
り
が
よ
み
が
え
る
」
の
歌

詞
は1

9
4

8
.4

.2
4

教
育
闘
争
を

歌
っ
て
い
る
（
「4

.2
4

」
を
、
朝

鮮
語
の
数
字
の
読
み
方
で
「
サ.

イ
サ
」
と
読
む
）。
占
領
時
、
強
制

も
含
む
徴
用
で
「
日
本
国
」
の
良

い
よ
う
に
名
前
も
言
語
も
奪
っ
た

歴
史
が
あ
り
、
戦
後
、
そ
こ
か
ら

の
解
放
を
求
め
る
行
動
を
政
治
情

勢
を
盾
に
翻
弄
し
弾
圧
し
て
き

た
。
今
も
差
別
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
怒
り
が
わ
く
。
私
た

ち
の
国
は
人
権
に
疎
い
。
原
発
も

沖
縄
も
そ
う
だ
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
痛
感
す
る
。
抵
抗
の
声
を
上

げ
る
人
々
に
連
帯
し
た
い
。 

歌
っ
て
い
る
と
体
は
温
も
る

が
、
指
は
冷
え
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
ベ
ー
ス
ボ
タ
ン
が
探
し
に
く

く
な
っ
た
。
弦
楽
器
は
金
属
弦
が

冷
た
い
だ
ろ
う
。
最
後
は
『
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
。
元
気
よ
く
歌
い
あ
げ
て

寒
波
の
夜
の
行
動
は
終
了
。
お
孫

さ
ん
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
し

た
。 

 

始
め
る
。
低
音
が
加
わ
り
、
音
が

膨
ら
ん
で
い
く
。
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、
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は
特
に
歌
い
た
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の
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。 

今
日
は
前
々
回
に
約
束
し
た

『
童
神
』
の
ヤ
マ
ト
グ
チ
の
歌
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。
ヤ
マ

ト
グ
チ
に
な
っ
て
も
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
「
て
ぃ
だ
」
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を
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。
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。
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て
深
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を
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に
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が
、
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が
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の
時
は
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に
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を
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な
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（
守
屋
さ
ん
は
博
識
で
、
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の
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」
の
歌

詞
は1

9
4

8
.4

.2
4

教
育
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争
を
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（
「4
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4

」
を
、
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語
の
数
字
の
読
み
方
で
「
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」
と
読
む
）。
占
領
時
、
強
制

も
含
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用
で
「
日
本
国
」
の
良

い
よ
う
に
名
前
も
言
語
も
奪
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た

歴
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が
あ
り
、
戦
後
、
そ
こ
か
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の
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を
求
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る
行
動
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政
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情
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盾
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。
今
も
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り
返
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る
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と
に
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の
国
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。
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縄
も
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ら
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る
と
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感
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る
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抵
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の
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上
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い
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る
と
体
は
温
も
る
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、
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え
て
ア
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の
ベ
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ボ
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探
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に
く
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楽
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。
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の
夜
の
行
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終
了
。
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で
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周
平
さ
ん
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
で

メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
た
（
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
日
も
い
ろ
ん
な
楽
器
が
出

て
く
る
）。
こ
の
あ
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知
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た
」
に
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が
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。『
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』
を

歌
っ
た
の
だ
が
、
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が
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縄
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縄
に
基
地
は
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ

Ｏ
！
』『
水
に
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な
』
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ど
な
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『
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よ
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』
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朝
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の
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差
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へ
の
抵
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と
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。
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っ
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に
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解
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（
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識
で
、
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手
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争
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（
「4
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」
を
、
朝
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語
の
数
字
の
読
み
方
で
「
サ.

イ
サ
」
と
読
む
）。
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時
、
強
制

も
含
む
徴
用
で
「
日
本
国
」
の
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い
よ
う
に
名
前
も
言
語
も
奪
っ
た

歴
史
が
あ
り
、
戦
後
、
そ
こ
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解
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